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浅間火山黒豆河原周辺の歴史時代噴出物

東候一紀＊・平嶺浩人＊・宮縁育夫＊

はじめに 浅間火山の概要

群馬県と長野県の県境に位慨する浅間火山（図

l）は，わが国を代表する活火山であり，歴史時

代に入っても大規模な噛火が複数Ihl発生してい

る．筆者らは２０１２年ｌＯｊｌｌ３「|に開催された

日本火山学会の現地討論会に参加し，浅間火山東

北東山麓の黒豆河原と呼ばれる地域で，歴史時代

の噴火によって形成された地形や峻出物を観察し

た．本論では，浅間火11.Ｉと歴史時代噛火の概要，

黒豆河原周辺域の畷出物の雌状について報告す

る．

この火山は一般的に浅間火山と呼ばれるが，こ

の名を持つ火I1lが存在しているわけではない．浅
く弟ふ ほとけいわ 窓えか冊

間火山とは，蝶斑火'11.．仏岩火111・前掛火111の３

つの火山からなる火111僻である（荒牧，1968)．

高橘・安井（2012）によると，こうした浅間

火'11群の成僅史は，１０～７万年前の黒斑火山の

噛火活動によりi冊I始したとされている．黒斑火山
ざ つ ば け ん が み れ

は，この時期に活動した牙・炎'1ケ峰溶岩グルー

プ，７～３万年前頃に活動した三シ尾溶岩グルー

プ，３～２万年前頃に活動した仙人溶岩グループ

からなり，噛出'''心や噛火様式の違いから，前者
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図ｌ浅間火山周辺の地形．１１１土地理院５０ｍメッシュ標高データを使川してカシミール３Ｄで作成
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似１２北東側から見た波間火１１１．
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２つのグループを狭義の黒斑火山，後者１つのグ

ループを仙人火111と呼んで区別している.そして，

仙人火'11の活動後半の２．４万年前頃に，広義の黒

斑火lilは大規模なl｣1体崩壊を起こし，火山体の半

分以上を失い，２ﾉj年前頃に'噴火活動が終了した

ことがわかっている．

またその後，‘仏消火''1の活動が始まり，黒斑

火山の束雌に流紋岩質の小浅間溶岩ドームが形成

された．それ以降も活動を繰り返し，１．１万年前

(1℃年代）に，小諸第２火砕流堆砿物と総社降

ドI慨ｲ．iを峻出して活動を終了した．

１万年前頃からは，仏岩火山の西側において安

山岩虹の前掛火Iliの活動が始まった．前掛火山の

噛火活動は，大規模噴火を繰り返す活動期と小～

'|､'規模噛火が発碓する比較的静穏な静穏期に分け

られる．ここでいう「大規模噴火」とは主にプリ

ニー式噴火であり，「小～中規模噴火」とは主に

ブルカノ式噴火である．活動期は，８２００年前頃

から７５００年前頃の第１活動期，５４００年前頃か

ら４３００年前頃の第１I活動期，１６５０年前頃から

現在も続く第１Ⅱ活動期があり，第１Ⅱ活動期が最

も期間が長く，また総噴出物塗も大きい．今回の

現地討論会ではこの第１Ⅱ活動期の主な瞳出物を

いくつか観察することができた．

ー

浅間前掛火山第Ⅲ活動期の大規模噴火活動

第１Ⅱ活動期には複敬Iiilの人肌模Iui火があるが，

本論では尚橋・亥jl：（2012）を参考にして，３

１１１|の人規模噴火について述べる

まず4111:紀''１頃の大M1棋噛火は，降下怪,fiを

噛出するプリニーェＷ〔火で始まり，蝶豆河原溶岩

の流出，爆発的ブルカノ』:Ｗｉ火の吹泉崩壊に伴う
しもり》ぷたい

小滝火砕流の脳lHがあり，さらに下郷台溶岩が流

れ出し，雌後に降下'職iの峨川があったと考えら

れている．蝶豆河原滞岩と下郷台溶岩はいずれも

火砕成溶満とされており，噛煙柱からの火砕物の

落下や激しい溶澗峻泉により形成された強溶結火

砕丘が一部流動したものと推定されている．

次に，１１０８（天仁元）年にも大規模噴火が発

能している．このときはブルカノ式峻火とプリニ

ー式噴火を何度か繰り返し，天仁降下火砕堆職物

を噴出している．また，激しいブルカノ式噴火時
おいわけ

の噴泉崩壊Iこより大規模な追分火砕流が発生し

た．さらに，この際火'1付近に形成された溶結火

砕丘が，IIj:流動もしくは淵動して前掛火山の北斜
かみのぷたい

面を相次いで流下し，火砕成溶岩である上#¥台溶

岩を形成したと考えられている．

最後に１７８３（天明３）年の大規模噛火につい

て述べる．この峨火活動は天Iﾘlの大飢伽をj超こ

－２－



蕊鶴亀鯵"識

穏
蔽
露
鷺

霧富農鷺

－３－

判！
■■■

鰐L哩灘｡§Ｐ〃｢勺誤､唖

釧曇要
▼

．ー違溌'‘・嘘一曲
一‐一

雪 ?壱一

酉

識

現地討論会で訪れた黒豆河原とは，前掛山の東

北東山腹一帯の名称であり（似１２)，械生がまば

らで荒涼とした欺観を【I：している（図３)．この

地域は，第111活動期の１７８３年天Iﾘl噴火の際に

もたらされた吾妻火砕流堆枇物に秘われているた

め．植生が少ないまたガリーが発述していて観

察に適した露頭が多数作ｲ！;する（友ノド・小屋口，

1998)．また，4111:紀の服峨''1ﾙj(溶淵，１１０８年

の天仁I噴火による!抑台然1ｨ!}，１７８３ｲ|皇の尺|ﾘl噛

火による鬼抑||{瀞淵などの没''１１火''1峨史時代火側ｌ

模喧火時の唖出物を多数伽察することができる．

なお，黒豆河原l‘lil辺域は一般の立ち入りが制限さ

れている地域であるため，’1水火111学会現地討論

会では特別な許祁を得て観察を行った．

図３黒豆河原の餓観‘

島蕊雲

す原因になったといわれるほどの大峨火であり，

様々 な堆積物を残している．天(:峨火とIIil様に，

ブルカノ式I噴火とプリニー式噛火を繰り返しなが
めがつよ

ら’次第にI噴火の肌膜がﾉ<きくなり，晋斐火砕流

を噴出した．火口付近には，急速に溶結火砕丘が
掴胆おしだし

形成され，前掛火IlIの北側の斜IiiIi-l二に鬼押出溶

岩が流下した．この溶掛はｋ郷台溶淵と同様に，

火砕成溶岩とされている（YasuiandKoyaguchi，

2004)．その後，鎌原火砕流と淵州なだれを発

生させ，噴火は沈,Wi化していった（11‘ﾙ橘・安井，

２０１２)．

」５

黒豆河原の概要

図４黒豆河原溶淵の撫航．

黒豆河原で認められる地形と噴出物

蕊

、

黒豆河原ﾙlil辺地域で観察した峨出物について時

代の占いものからIlliiに述べる．

①4111:紀火MJ棋峻火による無頼111原溶器と小

滝火砕流j:(鮒I物一膿煎河原内を''1頂の方へのびて

いる沢があり，そこを笠っていくと，高さ５ｍ

を超える雌が存化する（図４)．この崖を構成す

るのは４１M:細の大規模岐火で流出した黒豆河原

溶岩である．黒豆河原溶器は，赤色縦化した基質

と黒色の本質淵片からなっている（高橋・安井，

2012)．

同溶料は，強滞結凝灰儲の特徴を有する火砕成

溶岩とされており，その形成メカニズムは激しい

噴火によって火ｌｌｌｉの火砕物が獅時間で火口周辺に

急速に唯枇し，それらが強く溶紬して二次流動す

るというものである．したがって，一般的な溶料

とは異なるメカニズムで形成されており，岩柵l弓

いくつかの,'11述点が兄られる．一般的な溶岩は上

昇してきたマグマが火同からそのまま流れ出した

もので，それが次第にI1Iilまるため，均一な岩相を

呈している．一方，火砕成溶岩は上昇してきたマ



剛５黒豆河原溶岩の産状．スケール間隔は１０ｃｍ

図６黒豆河原溶岩の薄片写点

グマが一度，大小さまざまな大きさに砕かれて，

爆発的に噴出した火砕物が火1-1付近に堆秋し，瀞

結したものであるため，基質部分と本質粁片の部

分が混在している（図５)．

また，結晶に着目すると，地下深部で品川し

たものがそのまま流れ出る一般的な溶器に対し，

火砕成滞器は，一度爆発的な噴出過程を経ている

ので，結紬が破砕され，溶結する際にIIj:び紬合し

ていると考えられるため，破砕された紬IWlが比岐

的多く含まれている．さらに，溶結した火砕淵に

特徴的なユータキシティック構造が兇られる場合

がある．そこで，採取してきた黒豆河原鱗!｝‘|のサ

ンプルの薄片を作製し観察したが，顕縛なユータ

キシティック構造は確認できなかった．しかし，

一児赤色に見える薄片も高倍率で見ると，蝋色の

部分が混ざっている構造が観察できた．また，大

小さまざまな結晶があり，角張った形を塁する破

片状結晶（安井，2008）が多いことも認められ

|‘xI7照面河原溶岩を笹う小滝火砕流堆秋物．
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黒豆河原溶岩は,小滝火砕流堆職物に掴われ(図

７，８)，さらにその上位に下舞台溶岩が重なる．

小滝火砕流堆種物は，赤色酸化した基斑部分があ

り，火山弾などの巨大な際（最大粒径１ｍ以上）

が含まれている．

②'二雛台溶岩-1108年の天仁噴火時に追分火

砕流堆砿物とともに噴出した溶岩が上舞台溶淵で

ある．１７８３年の鬼押出溶岩との境界付近にある

ｋ雛台瀞淵の側端崖には，少なくとも８枚以上

のユニットからなる層構造が見られ，浴瑞と火砕

粁が｢[胴している．名ﾙｻの厚さはｌ～２ｍハ狸

である．

溶満伽1は，２つの岩相に分けることができる．

上部の屑は強く溶結した塊状溶満で，板状節理が

発達している場合もある下部の届には篠支持の

丸みを帯びた「キャベツ」と呼ばれる木質嵩塊の

集合体がある．この岩塊が強く溶結したものが上

－４－
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つれて，割れ日から溶岩内の流体部が絞り川され

てできた絞り出し溶岩として存在している．さら

に下流部になると，溶岩台地は破壊され岩塔とな

り最後は岩塊となる．このことによって溶器の

末端部は塊状溶岩（図１０）が認められる（j:|:ｋ，

2006)．

④蒋斐火砕流堆職物一吾菱火砕流は，１７８３年

の天明噴火時に発生したものであり，北東方ｌｈｌに

流下した．吾妻火砕流はその脚棋から「IlIlHl型火

砕流｣に分類されている．’'1間型という荊称には，

規模的に中間という意味と，木質淵片の発泡度が

低く，block-and-ashflowとpunlicenowのIl11Ml

であるという両方の意味が含まれている（尚柵・

安井，2012)．

安井・小屋口（1998）によると，吾菱火砕流

堆猿物は，大きく３つのユニットに分けられて

おり，下位より第１部届，第２部腕，第３部〃ｉ

と呼ばれる.吾妻火砕流第１部屑の成因としては，

降下軽石を噴出したプリニー式噴火の噴煙柱が上

昇中に少なくとも６回以上崩壊を繰り返したら

しい．また，プリニー式噛火が終了すると，火砕

流噴出はクライマックスをむかえ，第２部胴と

第３部膳を形成した火砕流が数ILJにわたって流

れたとされている．その成因は短期間に猟発した

ブルカノ式噴火の峻泉崩壊によって生成された可

能性が高い（YasuiandKoyaguchi,2004)．これ

らのことは，各部jWiの岩ｲ11によく表れており，第

１部＃1の特徴としては，降ド!隆石唯破物IlIに火砕

｡＝

部層の塊状溶器となっているが，下部肘との境界

は漸移している．キャベツ状Ir1･;塊の大きさは２０

～６０ｃｍ程度あり，追分火砕流堆械物に含まれ

るキャベツ状岩塊と大きさ・形ともに類似してい

る．

その下部に赤色酸化した概灰角侠粁からなる火

砕岩の刑が見られる（似１９)．このような7菰Ⅲ'iは，

前掛火山の南側llllri付近の斜1ｍにも兄られること

から，上郷台溶淵は溶結した火砕､:の一部が流動

化し，斜面を流ドしたものだと隊えられている．

このことは，溶岩・火砕糊ﾉJ:岬，iが111頂の方向に約

20.傾斜していることからも典付けられる（商橘

ほか，2006)．

③鬼押出溶満一鬼押出溶洲は，１７８３年の天lﾘｊ

I噴火時に流下し，111頂から北側に５．８ｋｍまで到

達した溶岩である．この溶満は，火砕丘の北側火

口壁の一部が破られ，火１１内の火砕成溶満湖が溢

流した火砕成溶満である（YasuiandKoyaguchi’
か.fや上

2004)．またその'三部は，１.Ll頂付近にある釜'１１火

砕丘の北部斜而に続くような形態をしていること

から，この火砕丘が一部流動したと推定されてい

る．このことは，鬼押川溶淵の表岬１１０数ｍに

溶結度や酸化度の違いによって示される成届構造

が兄られることから示唆されており，流結火砕岩

の集合･体である火砕匠が流下してきたものである

らしい（井上，2002)．

溶岩の主要部は火砕成溶淵であるが，全てが火

砕成漆岩で桃成されてはおらず，下流部になるに

－５－
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図１０鬼押出溶岩末端崖の状況．

罫

謬写垂〃．

召
『

‘淵邑

図９上舞台溶岩を撒成するキャベツ状掛塊（写災上部）
と凝灰角篠岩（写真下部）．
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流堆秋物がレンズ状に挟まっている櫛造がりとられ

る．節２部伽Wiは複数の冷却iii位があり，個々の

冷却単位は纏激の流ドiii位から椛成されている．

また，強溶結のY州1にも関わらずIiIに含まれる岩

塊がつぶれていないことが多い．第３部臓はブ

ロックが汲災する上､卜部と，暗灰色のマトリック

スの多いド半部からなる．ｋ,'２部のブロックは，

外観がキャベツに似ていることから，キャベツ状

岩塊といわれている．また，鋪２部胴の上部の

酸化帯から第３部Ⅲ．iにかけて，冷却節理が貫い

ている（似111)．このことから，第２部府と第３

部層の時間間隙は瞳くなかったことがわかる．

⑤丹災火砕流力'11111点の火砕流堤防地形一上舞台

溶岩の上面には，何本も､ド行な満のような地形が

見られる．これは鋪３部〃1の火砕流が斜面を流

下する際に，形成された堤防（levee）の地形で

ある（図１２)．この火砕流堆秋物の断面は，大型

の木質岩塊が上部に漉災して逆級化隣造を示し，

下位は本蘭淵塊に乏しくてjIL髄に樹む構造をして

|翼１１３丹盤火砕流粥３部胴に兇られるキャベツ状淵塊
スケール間隅は１０ｃｍ．

いる（商橘・安川:，２０１２)．

また雷幾火砕流第３部ﾙｻに含まれるキャベツ

状の本質岩片が，火砕流堤防が児られる付近に集

積している．この岩片は発泡度が低く，ごつごつ

した楕円状の本質端片がＩ．[いに癒ｲ!；した複合ブロ

ックを;織成していることが多く（図１３)，また内

部に溶結椛造を示すものも兇られる．これは火口

近傍や溶粁湖内，火逆岐上部付近における噛火プ

ロセスのIlIで本黄Y|ﾊ･lIillざが繰り返し衝突・合体

することで形成されたものと推定されている（商

僑・安井，２０１２)．

おわりに

今回，渋間火lil北東111雌の服戚河原周辺地域に

おいて，歴史時代の峨火堆祉物をいくつか観察す

ることができた．その''1で，４世紀の黙.嘘河原浴

岩，１１０８年犬仁峨火時の'二郷台溶瑞，１７８３年

天明噴火時の鬼押出溶淵は，いずれも通常の溶岩

ではなく火砕成然冶といわれるものであった．火

砕成溶岩の成州は次のようにされている．噛火初

期に，一度破砕されて脳出した火砕物が火口近傍

に堆穣し，その一部もしくは全てが火山体の斜面

を流下するというものである．したがって，火砕

成溶嬬は溶結しており，雌質部と本質漏片が混在

している構造がしばしば見られる．

また，吾妻火砕流は''１間型火砕流と呼ばれ，そ

の堆砿物の巾には，キャベツ状満塊と呼ばれる特

－６－



徴的な噴出物がある．発泡度は低く，内部は溶結

構造を示すこともある．また，ごつごつした楕円

状の本質岩片が，噴火プロセスの中で，互いに衝

突・合体して形成されたとされているが，なぜ本

質岩片の形は崩れず，そのままの状態で合体した

ような形をしているのか，その衝突・合体のプロ

セスについては不明な点が多く，今後の課題であ

ろう．

今回筆者らが参加した現地討論会は，日本大

学文理学部の高橋正樹博士と安井真也博士が企

画・案内されたものである．安井真也博士には本

論の不備を指摘していただくとともに貴重なご意

見をいただいた．心より感謝いたします．
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